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　　Malmberg-Penning Trap で閉じ込められた非中性プラズマでは、現実の装置

では避けることのできないわずかな非対称性や非理想的な粒子間衝突により角

運動量が散逸し、半径方向へ粒子の拡散が生じる。これに対しプラズマの一部

に回転電場を与えることにより、粒子の損失を抑えること、更には密度分布の

軸上圧縮が可能となった[1,2,3]。この現象を構成する物理過程の各要素を定量

的に計測・解析し、輸送過程としての理解を深めることを目的とする。

　　我々は純電子プラズマの一端に
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mθ =1,
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kz ≠ 0の回転電場を与えて周波数を

1.0MHzから 6.0MHzまで上方掃引した場合に、軸上密度が約 100倍増加するこ

とを観測した。密度分布が収縮する機構は、マクロには Trivelpiece-Gould mode

に属する波からプラズマへの角運動量輸送によると解釈されているが[4]、その

物理的内容の理論化は進んでいない。密度分布の収縮過程においてプラズマか

らの信号を受信すると、急激に軸上密度が上昇する時間帯でプラズマ波の減衰

が観測される。このことから微視的には Landau Damping により波から粒子へ

共鳴的にエネルギーが移行し，それと同時に半径方向に粒子が駆動されている

と解釈できる。また逆の過程として EXB 流れと逆方向に回転する電場を与え

ると密度が広がる様子が観測される。研究会では外場によるプラズマ密度の変

化と波の励起特性、伝播特性等について報告する。
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